
▽
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
参
加
費　

無
料
（
美
術
館
に
入

　

館
す
る
場
合
は
観
覧
料
が
必
要

　

で
す
。）

　

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

当
館
学
芸
員
が
作
品
解
説
を
行

い
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
18
日
（
日
）、
25

　
日
（
日
）、
４
月
８
日
（
日
）

　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜

▽
参
加
費　
無
料（
観
覧
料
は
必
要
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

 
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
テ
ー
マ
展

 
ハ
バ
キ
か
ら
日
本
刀
を
見
る

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

テ
ー
マ
展
「
白し

ろ
が
ね銀
の
世
界
〜
ハ
バ

キ
か
ら
日
本
刀
を
見
る
〜
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

鎺は
ば
き

と
は
、
刀
身
の
上
端
（
茎な

か
ご

）

に
は
め
、
刀
身
を
鞘
の
中
で
固
定

す
る
た
め
の
金
具
で
す
。
刀
身
だ

け
で
な
く
、
鎺
、
鞘
、
柄
巻
な
ど

を
別
々
の
職
方
が
製
作
し
、
組
み

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
小
さ
な
画
面
か
ら
生
ま

れ
た
微
か
な
「
い
の
ち
」
の
輝
き

を
ど
う
ぞ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　
【
前
期
】２
月
29
日（
水
）

　

〜
３
月
18
日
（
日
）、【
後
期
】

　
３
月
20
日（
火
）〜
４
月
10
日（
火
）

※
休
館
日
は
、
４
月
９
日
を
除
く

　

毎
週
月
曜
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
観
覧
料　

一
般
７
０
０
円
、
団

　

体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　

以
上
６
０
０
円
、
中
学
生
以
下

　

無
料

【
関
連
行
事
】

　

・
記
念
講
演
会

▽
日
時　

３
月
11
日
（
日
）
午
後

　

２
時
〜

▽
場
所　

牛
窓
町
公
民
館

▽
講
師　

熊
谷
榧か

や

氏
（
熊
谷
守
一

　

美
術
館
館
長
）

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７ 

 

市
民
大
学
講
座
で
学
び
ま
せ
ん
か

 

せ
と
う
ち
村
塾

　

せ
と
う
ち
村
塾
の
市
民
大
学
講

座
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

岡
山
商
科
大
学
経
営
学
部
教
授

の
岸
田
芳
朗
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
食
と
農
に
よ
る
地
域
振
興
」
と

題
し
て
、
日
本
に
お
け
る
食
の
乱

れ
や
、
地
域
農
業
が
衰
退
し
て
い

る
現
状
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
ま

す
。
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

３
月
11
日
（
日
）　

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
参
加
費　
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

せ
と
う
ち
村
塾　

今
吉
さ
ん

　

☎
０
８
０-

３
８
８
８-

８
５
０
２

 

養
成
講
座
を
開
講

 

陶
芸
会
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　

寒
風
陶
芸
会
館
の
北
側
に
は
、

お
よ
そ
１
３
０
０
年
前
の
須
恵
器

の
窯
跡
「
寒
風
古
窯
跡
群
（
国
指

定
の
史
跡
）」
が
残
っ
て
い
ま
す
。

くらしの情報

　

懇
談
会
で
は
、
茶
碗
に
関
す
る

皆
さ
ん
の
疑
問
な
ど
に
対
し
て
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
を
行
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
31
日
（
土
）
午
後

　

１
〜
３
時

▽
場
所　

寒
風
陶
芸
会
館
（
牛
窓

　

町
長
浜
５
０
９
２
番
地
）

▽
募
集
人
数　

30
人
（
先
着
順
）

▽
募
集
期
限　

３
月
25
日
（
日
）

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

寒
風
陶
芸
会
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

 

専
門
家
に
相
談
を

 

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

　
　

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
は
、
筋

肉
が
萎
縮
し
、
そ
の
機
能
を
失
っ

て
い
く
進
行
性
の
病
気
で
す
。
医

療
の
発
達
し
た
現
代
に
お
い
て

も
、
根
本
的
な
治
療
方
法
は
見
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

国
立
病
院
機
構
南
岡
山
医
療
セ

ン
タ
ー
と
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ

ー
協
会
岡
山
県
支
部
で
は
、
筋
ジ

ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
や
そ
の
疑
い

の
あ
る
人
、
家
族
な
ど
を
対
象
と

し
て
、
次
の
と
お
り
療
育
相
談
検

診
を
実
施
し
ま
す
。

　

病
気
や
症
状
に
つ
い
て
、
専
門

家
に
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。事
前
に
申
し
込
み
の
上
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
10
日
（
土
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
２
時
（
受
付
は
午

　

前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
）

▽
場
所　

国
立
病
院
機
構
南
岡
山

　

医
療
セ
ン
タ
ー
研
修
棟
王
山
荘

　
（
都
窪
郡
早
島
町
早
島
４
０
６
６
）

▽
持
参
す
る
も
の　

身
体
障
害
者

　

手
帳
、
健
康
保
険
証
な
ど

▽
内
容　

医
療
相
談
、
理
学
療
法

　

相
談
、
言
語
聴
覚
療
法
指
導
、

　

作
業
療
法
相
談
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
（
社
）
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会

　

岡
山
県
支
部　

　

☎
０
８
６-

２
７
５-

３
４
５
２

 

ご
来
場
く
だ
さ
い

 

福
祉
☆
ま
つ
り

　　

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
の
主
催
で
、「
福
祉
☆
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

合
わ
せ
た
も
の
が
一
振
り
の
日
本

刀
と
な
り
ま
す
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
特
徴
的
な
鎺

を
は
め
た
日
本
刀
38
口
の
展
示

と
、
白し

ろ
が
ね
し

銀
師
が
鎺
を
製
作
す
る
過

程
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

▽
期
間　

２
月
29
日
（
水
）
〜
４

　

月
22
日
（
日
）

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
、
祝

　

日
の
翌
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
入
館
料　
大
人
５
０
０（
４
０
０
）

　

円
、高･

大
学
生
３
０
０（
２
５
０
）

　

円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料

　

金
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

 

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
特
別
展

 

熊
谷
守
一
展

　

熊
谷
守
一
は
、
異
彩
を
放
つ
独

自
の
画
風
で
美
術
史
に
輝
か
し
い

足
跡
を
残
し
ま
し
た
。
超
俗
的
な

生
き
方
や
そ
の
画
風
は
、
今
も
多

く
の
人
の
心
を
と
ら
え
て
離
し
ま

せ
ん
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
熊
谷
守
一

の
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
代
表
作

に
加
え
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
紹
介

須
恵
器
は
、
備
前
焼
の
起
源
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

寒
風
古
窯
跡
群
に
つ
い
て
、
よ

り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
養
成
講
座
を
開

講
し
ま
す
。

　

焼
き
物
や
考
古
学
、
古
代
史
な

ど
に
興
味
の
あ
る
人
な
ど
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

３
回
の
基
本
講
座
を
終
了
後
、

有
志
の
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

を
し
て
も
ら
い
、
寒
風
古
窯
跡
群

の
案
内
や
、寒
風
陶
芸
会
館
の「
須

恵
器
」
の
展
示
説
明
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
14
日
（
土
）、
５

　

月
12
日（
土
）、６
月
９
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
講
座
内
容　

　
「
須
恵
器
に
つ
い
て
」

　
「
邑
久
古
窯
跡
群
に
つ
い
て
」

　
「
寒
風
古
窯
跡
群
に
つ
い
て
」

▽
場
所　

寒
風
陶
芸
会
館
（
牛
窓

　

町
長
浜
５
０
９
２
番
地
）

▽
募
集
人
数　

20
人

▽
参
加
費　

無
料

▽
募
集
期
限　

３
月
20
日
（
火
）

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

熊谷守一 「猫」 昭和 40 年 愛知県美術館（木村定三コレクション）

　

当
日
は
、
福
祉
や
環
境
に
つ
い

て
取
り
上
げ
た
コ
ー
ナ
ー
や
、
屋

台
、
バ
ザ
ー
な
ど
た
く
さ
ん
の
催

し
物
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
赤
い
羽
根
共

同
募
金
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
愛
ち
ゃ
ん
と
希
望
く
ん
が

登
場
す
る
ほ
か
、
う
ら
じ
ゃ
踊
り

な
ど
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

多
く
の
人
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
11
日
（
日
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所　

邑
久
町
総
合
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
西
側
駐
車
場
（
邑
久
町
山

　

田
庄
８
６
２-

１
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
９
４
０

大人気の餅投げ

安倍安人「茶碗」

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

寒
風
陶
芸
会
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
も
同
じ
）

 

寒
風
や
き
も
の
講
座

 

安
倍
安
人
さ
ん
と
語
ろ
う

　

寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
備
前
焼

作
家
の
安
倍
安あ

ん
じ
ん人
氏
を
囲
み
、「
茶

碗
の
造
形
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
懇

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

安
倍
氏
は
、
彩
色
の
施
さ
れ
た

強
烈
な
個
性
の
茶
道
具
や
酒
器
を

生
み
出
す
備
前
焼
作
家
と
し
て
知

ら
れ
る
一
方
で
、
造
形
に
つ
い
て

独
自
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
理
論

家
と
し
て
も
有
名
で
、
国
際
的
に

も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

日本刀の根元部分の構造

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

棟区（むねまち）

区金（まちがね）

鎺

刃区（はまち）

茎（中心 なかご）

（はばき）


